
人口・世帯数

８月31日現在（前月比）

人　口／60,468人 （＋　3）
　男　／28,027人 （－　8）
　女　／32,441人 （＋11）
世帯数／24,966世帯 （＋10）

〈目　　次〉
稲わらの有効利用にご協力を……２
広域連合病院事業管理者決定……３
市営住宅入居者募集………………５
お知らせ……………………………６

毎年恒例となった「十三湖高原まつり」。
当日は晴天に恵まれ、物産販売や青い森ＹＯＳＡＫＯＩ
の集いなどのイベントに多くの人が詰めかけました。
一番人気は、しじみすくい取り。
通常はミニシャベルのところ、くじで当たりがでると大
きなスコップでしじみをすくうことができます。
会場では当たりが出るたびに歓声が響いていました。

��������������� 十三湖産しじみ
　　スコップすくい取り

8/28　十三湖高原まつり
道の駅十三湖高原トーサムグリーンパーク

No.155

2011

広報

９

五所川原市ホームページ http://www.city.goshogawara.lg.jp

■編集と発行／五所川原市役所総務部総務課　〒037－8686 青森県五所川原市字岩木町12番地 ☎0173－35－2111㈹

15



　

稲
刈
り
の
時
期
は
、
一
年
の
う
ち
で

も
大
気
が
安
定
し
て
お
り
、
放
射
冷
却

等
に
よ
り
上
空
で
は
対
流
が
発
生
せ
ず
、

汚
染
物
質
が
拡
散
し
に
く
い
状
態
に
な

っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て

い
る
稲
わ
ら
・
も
み
殻
の
野
焼
き
に
よ

り
発
生
す
る
ば
い
煙
は
、
煙
害
と
な
り

周
辺
の
生
活
環
境
に
多
大
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ば
い
煙
に
よ
る
主
な
影
響
と
し

て
、
健
康
被
害
（
目
や
喉
の
痛
み
、
頭

痛
、
ぜ
ん
そ
く
等
の
症
状
）、
交
通
障

害
（
前
方
、
信
号
機
等
が
見
え
な
い
視

界
不
良
）、
生
活
環
境
被
害
（
洗
濯
物

が
干
せ
な
い
、
換
気
が
で
き
な
い
等
）

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
観
光
へ
の
影

響
や
、
企
業
・
店
舗
等
、
加
え
て
生
産

者
や
農
産
物
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ

ー
ジ
と
な
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

生
産
者
の
み
な
さ
ん
は
、
稲
わ
ら
・

も
み
殻
の
有
効
利
用
に
努
め
て
い
た
だ

き
、
野
焼
き
を
行
わ
な
い
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
環
境
対
策
課　

内
線
２
３
４
３

　

稲
わ
ら
を
有
効
利
用
し
て
健
康
な
土

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
稲
わ
ら
を

水
田
へ
す
き
込
む
実
演
会
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
今
後
の
広
報
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

五
所
川
原
市
稲
わ
ら
利
用
推
進

協
議
会
（
事
務
局
・
農
林
水
産
課
）

で
は
、
稲
わ
ら
収
集
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
昨
年
度
実
績　

１
４
９
・
７
ha

・
今
年
度
予
定　

１
４
３
ha

　

家
庭
で
行
っ
て
い
る
野
菜
や
花
の
栽

培
に
、
堆
肥
の
原
料
や
敷
き
わ
ら
と
し

て
稲
わ
ら
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

　

農
家
の
方
の
ご
協
力
で
、
稲
わ
ら
を

無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

　

詳
細
は
今
後
の
広
報
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
一
般
家
庭
で
利
用
す
る
た
め
の
物
で

す
の
で
、
１
家
庭
当
た
り
５
個
ま
で

と
し
ま
す
。

◎
稲
わ
ら
す
き
込
み
実
演
会
、
稲
わ
ら

ふ
り
ー
で
ん
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
農
林
水
産
課
（
内
線
２
５
１

７
）
ま
で

地域みんなの協力でクリーンな空を地域みんなの協力でクリーンな空を 稲
わ
ら
の
有
効
利
用
に

稲
わ
ら
の
有
効
利
用
に

　
　
　
　
　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

稲
わ
ら
の
有
効
利
用
を
推
進
し
ま
す

稲
わ
ら
の
す
き
込
み
実
演
会

稲
わ
ら
ふ
り
ー
で
ん
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９
月
１
日
、
市
長
室
に
て
、
つ
が
る
西
北
五
広

域
連
合
（
五
所
川
原
市
、
つ
が
る
市
、
鰺
ヶ
沢
町
、

深
浦
町
、
鶴
田
町
、
中
泊
町
で
構
成
）
病
院
事
業

管
理
者
の
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
管
理
者
に
任

命
さ
れ
た
棟
方
博
昭
氏
に
、
広
域
連
合
長
の
平
山

市
長
か
ら
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
つ
が
る
総
合
病
院
の
建
設
や
平
成
24
年

４
月
に
予
定
し
て
い
る
圏
域
５
病
院
の
広
域
連
合

へ
の
経
営
統
合
な
ど
は
、
棟
方
氏
を
中
心
に
進
め

ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

棟
方
氏
は
青
森
県
、
弘
前
大
学
な
ど
と
つ
な
が

り
が
強
い
こ
と
か
ら
、
大
学
と
の
医
療
連
携
や
、

課
題
と
な
っ
て
い
る
医
師
確
保
に
も
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

つがる西北五広域連合の病院事業管理者が

決定しました

　

地
方
公
営
企
業
（
地
方
公
共
団
体
が

経
営
す
る
企
業
）
と
し
て
病
院
事
業
の

健
全
な
経
営
を
確
保
す
る
た
め
、
経
営

の
責
任
者
の
自
主
性
を
強
化
し
、
責
任

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
一
層
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
圏
域
５
病
院
の
一

体
運
営
を
円
滑
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
、

地
方
公
営
企
業
の
経
営
組
織
を
一
般
行

政
組
織
か
ら
切
り
離
し
、
病
院
経
営
の

た
め
に
独
自
の
権
限
を
有
す
る
「
病
院

事
業
管
理
者
」
を
置
き
、
人
事
・
組
織
・

財
務
な
ど
地
方
公
営
企
業
法
の
全
て
の

規
定
を
適
用
し
て
経
営
す
る
体
制
を
と

り
ま
す
（
地
方
公
営
企
業
法
全
部
適
用

と
い
い
ま
す
）。

　

こ
れ
に
よ
り
、
事
業
を
行
う
権
限
が

「
病
院
事
業
管
理
者
」に
直
接
与
え
ら
れ
、

人
事
・
組
織
・
財
務
な
ど
を
よ
り
弾
力

的
、
効
率
的
に
行
え
る
こ
と
、
経
営
の

責
任
が
明
確
に
な
る
こ
と
、
病
院
の
独

創
性
が
高
ま
り
そ
の
結
果
職
員
の
経
営

参
画
意
識
が
高
ま
る
こ
と
な
ど
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

圏
域
の
自
治
体
病
院
に
は
次
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。

①
圏
域
の
高
度
医
療
を
担
う
、
西
北
中

央
病
院
の
医
師
不
足
や
施
設
の
老
朽

化
な
ど
に
よ
り
、
思
う
よ
う
な
医
療

機
能
の
高
度
化
が
図
れ
な
い
こ
と
。

②
医
師
不
足
の
な
か
、
少
数
の
医
師
が

各
病
院
に
分
散
し
て
い
る
状
態
は
、

医
師
の
診
療
へ
の
不
安
、
多
忙
の
原

因
と
な
っ
て
お
り
、
勤
務
環
境
の
改

善
が
急
が
れ
て
い
る
こ
と
。

③
各
病
院
と
も
赤
字
経
営
を
続
け
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
自
治
体
本
体
の

財
政
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、
地
域
医

療
を
守
る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
の
が
、

「
西
北
五
地
域
に
お
け
る
自
治
体
病
院

機
能
再
編
成
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
す
。

　

西
北
中
央
病
院
を
廃
止
し
、
新
た
に

中
核
病
院
（
つ
が
る
総
合
病
院
）
を
新

築
、
そ
の
他
の
病
院
は
中
核
病
院
の
サ

テ
ラ
イ
ト
（
後
方
支
援
）
病
院
・
診
療

所
と
し
て
再
編
成
し
、
医
師
、
医
療
機

能
を
中
核
病
院
に
集
約
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
医
師
の
働
く
環
境
を
守

り
、
高
度
・
専
門
医
療
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
個
々
ば
ら
ば
ら
に
経
営
し
て

い
る
自
治
体
病
院
を
広
域
連
合
に
よ
る

一
体
運
営
体
制
の
も
と
で
「
人
、
も
の
、

予
算
」
を
効
率
よ
く
活
用
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

　

℡（
26
）６
３
６
３

－

五所川原市立西北中央病院

公立金木病院組合公立金木病院

鰺ヶ沢町立中央病院

つがる市立成人病センター

鶴田町立中央病院

つがる総合病院（H25年度中に開院）

－（つがる総合病院の開院で廃止）

サテライト病院

サテライト病院

サテライト診療所

サテライト診療所

病
院
事
業
管
理
者
と
は
？

西
北
五
地
域
に
お
け
る

自
治
体
病
院
機
能
再
編
成

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

〈棟方昭博氏の略歴〉
黒石市出身、弘前市在住。弘前大学医学部卒。県立中央病
院内視鏡部部長、弘前大学教授医学部内科学第一講座、弘
前大学医学部附属病院長などを歴任。平成19年、弘前大学
名誉教授。平成20年４月から、つがる西北五広域連合顧問。

▶
広
域
連
合
長
か
ら
辞
令
を
受
け
る

　

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
病
院
事
業

管
理
者
・
棟
方
昭
博
氏
（
左
）

おお

ささ

らら

いい

■現在：各自治体等が運営 ■つがる西北五広域連合が一体運営

⇨
⇨
⇨
⇨
⇨
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〜
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

善
意
の
花
か
ご

善
意
の
花
か
ご

善
意
の
花
か
ご

善
意
の
花
か
ご

　
「
平
成
23
年
度
全
日
本
選
抜
少
年
柔

道
大
会
」（
９
月
19
日
・
東
京
武
道
館
）

に
出
場
す
る
五
所
川
原
柔
道
少
年
団
の

選
手
ら
が
８
月
30
日
、
市
長
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

木
村
聖
哉
さ
ん
（
南
小
６
年
・
大
将
）、

石
岡
佑
基
さ
ん
（
三
輪
小
６
年
・
副
将
）、

坂
本
和
樹
さ
ん
（
鶴
田
小
６
年
・
中
堅
）、

伊
南
湧
哉
さ
ん
（
中
央
小
６
年
・
次
鋒
）、

原
大
滋
さ
ん
（
飯
詰
小
６
年
・
先
鋒
）

が
出
場
し
ま
す
。

　

木
村
さ
ん
は
「
練
習
の
成
果
を
出
し

て
優
勝
を
狙
い
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

　
「
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
54

回
東
北
大
会
」（
９
月
10
日
〜
・
秋
田

県
湯
沢
文
化
会
館
ホ
ー
ル
）
へ
の
出
場

を
果
た
し
た
金
木
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

皆
さ
ん
が
、
８
月
25
日
、
教
育
長
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

同
校
吹
奏
楽
部
は
、
７
月
29
日
か
ら

31
日
に
青
森
市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
た
県
大
会
に
て
、
中
学
校
小
編
成
の

部
で
金
賞
を
受
賞
し
、
見
事
東
北
大
会

へ
の
出
場
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

東
北
大
会
出
場
は
同
校
吹
奏
楽
部
で

は
初
、
西
北
地
域
で
は
33
年
ぶ
り
と
な

る
そ
う
で
す
。

　

８
月
28
日
に
山
形
県
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
「
第
13
回
全
東
北
空
手
道
選
手

権
大
会
」
の
中
学
１
年
女
子
の
部
（
組

手
の
部
）
で
優
勝
し
た
、
一
戸
瑠
佳
さ

ん
（
五
三
中
１
年
・
極
真
会
館
青
森
県

支
部
五
所
川
原
道
場
）
が
、
８
月
31
日
、

教
育
長
を
訪
問
し
、
優
勝
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

バ
ネ
と
ス
ピ
ー
ド
が
抜
群
と
い
う
一

戸
さ
ん
は
、
昨
年
、
小
学
生
で
参
加
し

た
同
大
会
で
惜
し
く
も
準
優
勝
と
な
っ

た
雪
辱
を
果
た
し
、
自
身
２
度
目
の
東

北
大
会
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

▽
監
督
／
小
田
桐
匡
孝（
木
造
高
教
員
）

▽
コ
ー
チ
／
高
橋
俊
輔（
五
一
中
講
師
）

／
高
橋
恭
一
（
青
商
高
教
員
）
▽
一
戸

慶
之
（
鯵
高
講
師
）
▽
石
田
大
翼
（
五

三
中
３
年
）
▽
福
士
主
樹
（
五
高
２
年
）

▽
増
田
修
也
（
五
高
３
年
）
▽
高
橋
葵

（
金
中
１
年
）
▽
草
創
新
太
郎
（
木
高

３
年
）
▽
佐
々
木
結
乃
（
木
高
１
年
）

▽
長
内
寛
也
（
五
一
中
２
年
）
▽
岩
谷

康
生
（
青
森
山
田
高
Ｏ
Ｂ
）
▽
佐
々
木

心
平
（
木
高
２
年
）
▽
藤
森
弘
貴
（
五

一
中
３
年
）
▽
三
浦
舞
子
（
城
西
国
際

大
２
）
▽
小
野
未
鈴
（
五
一
中
２
年
）

◎
株
式
会
社
五
所
川
原
中
央
青
果
（
木

村
吉
幸
代
表
取
締
役
社
長
）

　

＝
大
玉
す
い
か
10
玉

◎
フ
ラ
・
プ
ア
ラ
ニ
レ
フ
ア
（
正
木
あ

き
え
代
表
）
＝
大
玉
す
い
か
３
玉

　
（
以
上
２
件
く
る
み
園
へ
）

◎
パ
ブ
「
モ
ン
」
後
援
会
有
志
一
同

　

＝
４
７
３
１
円
（
被
災
者
支
援
へ
）

◎
五
所
川
原
歌
の
親
和
会
（
奈
良
一
雄

会
長
）
＝
２
万
６
８
０
９
円
（
被
災

者
支
援
へ
）

◎
工
藤
慶
造
さ
ん
（
鎌
谷
町
）

　

＝
15
万
円
（
教
育
振
興
へ
）

◎
五
所
川
原
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
岩
谷
教

裕
会
長
）
＝
市
内
の
小
中
学
生
、
保

護
者
、
教
職
員
と
芦
野
公
園
の
清
掃

奉
仕

◎
ナ
イ
ト
ラ
ウ
ン
ジ
誠
と
お
客
様
一
同

＝
10
万
円
（
被
災
者
支
援
へ
）

柔
道
全
国
大
会
出
場
報
告

柔
道
全
国
大
会
出
場
報
告

東
北
大
会
へ

東
北
大
会
へ

金
木
中
学
校

金
木
中
学
校

吹
奏
楽
部

吹
奏
楽
部

空
手
道
東
北
大
会
で
優
勝

空
手
道
東
北
大
会
で
優
勝

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

▶
市
長
を
訪
問
し
た

　

五
所
川
原
柔
道
少
年
団
の
皆
さ
ん

▶
教
育
長
を
訪
問
し
た

　

金
木
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん

▶
一
戸
瑠
佳
さ
ん
（
中
央
）

▶
総
合
22
位（
市
の
部
９
位
）で
し
た 五所川原市代表選手団五所川原市代表選手団

ナイトラウンジ誠とお客様からナイトラウンジ誠とお客様から
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９
月
３
日
・
４
日
、
芦
野
公
園
で
津

軽
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
は
、
金
木
の
ま
ち
全
体
を
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
に
見
立
て
、
ま
ち
歩
き
や

郷
土
の
文
化･

食
な
ど
、
一
年
を
通
じ

て
地
域
を
丸
ご
と
楽
し
ん
で
も
ら
う

「
太
宰
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
企
画
で
、

湖
上
ス
テ
ー
ジ
で
津
軽
三
味
線
や
民
謡

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

ほ
か
、
出
店
コ
ー
ナ
ー
で
は
西
北
地
域

の
特
産
品
や
太
宰
グ
ッ
ズ
が
販
売
さ
れ
、

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
観
光
客
が

金
木
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

十
三
漁
業
協
同
組
合
（
工
藤
伍
郎
代

表
理
事
組
合
長
）
の
皆
さ
ん
が
市
長
を

訪
問
し
「
大
和
し
じ
み
む
き
身
＋
エ
キ

ス
」
の
完
成
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

商
品
は
、
十
三
湖
産
の
大
和
し
じ
み

５
０
０
ｇ
か
ら
取
り
出
し
た
、
む
き
身

25
ｇ
と
エ
キ
ス
50
㏄
が
２
セ
ッ
ト
袋
詰

め
さ
れ
て
い
て
、
濃
縮
さ
れ
た
良
質
の

し
じ
み
を
好
み
の
味
で
、
炊
き
込
み
ご

飯
、
お
か
ゆ
、
焼
そ
ば
な
ど
に
、
自
由

に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

商
品
は
、
東
京
の
青
森
県
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
等
で
販
売
の
予
定
で
、
当
市

の
特
産
品
を
首
都
圏
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

10
月
３
日
㈪
〜
10
月
12
日
㈬　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
た
だ
し
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）

■
入
居
予
定
日　

12
月
１
日
㈭

■
募
集
す
る
市
営
住
宅
の
概
要

▽
広
田
団
地　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
４
階
建
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

浴
室
○　

浴
槽
×　

給
湯
器
×　

　

募
集
戸
数
２
戸
（
１
階
、
２
階
）

　

家
賃
９
７
０
０
円
〜
２
万
４
２
０
０
円
程
度

　

３
人
以
上
で
申
請
可
・
共
益
費
あ
り

▽
千
鳥
団
地　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

浴
室
○　

浴
槽
○　

給
湯
器
○　

　

募
集
戸
数
１
戸
（
２
階
）　

　

家
賃
１
万
４
３
０
０
円
〜
２
万
８
２
０
０
円
程
度

　

１
人
以
上
で
申
請
可
（
た
だ
し
年
齢
等
の
制
限
あ
り
）

　

共
益
費
あ
り

▽
富
士
見
団
地　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
４
階
建
３
Ｌ
Ｄ

　

Ｋ　

浴
室
○　

浴
槽
○　

給
湯
器
○　

　

募
集
戸
数
１
戸
（
２
階
）　

　

家
賃
２
万
３
０
０
０
円
〜
４
万
５
１
０
０
円
程
度

　

３
人
以
上
で
申
請
可
・
共
益
費
あ
り

▽
松
島
団
地　

木
造
２
階
建
２
Ｄ
Ｋ

　

浴
室
○　

浴
槽
○　

給
湯
器
○　

　

募
集
戸
数
２
戸
（
１
階
）　

　

家
賃
１
万
９
４
０
０
円
〜
３
万
９
７
０
０
円
程
度

　

１
人
以
上
で
申
請
可
（
た
だ
し
年
齢
等
の
制
限
あ
り
）

　

共
益
費
あ
り

▽
さ
く
ら
団
地　

木
造
平
屋
建
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

浴
室
○　

浴
槽
○　

給
湯
器
○　

　

募
集
戸
数
１
戸

　

家
賃
１
万
５
２
０
０
円
〜
２
万
９
８
０
０
円
程
度

　

１
人
以
上
で
申
請
可
（
た
だ
し
年
齢
等
の
制
限
あ
り
）・
オ
ー

ル
電
化
・
共
益
費
あ
り

▽
第
二
金
木
団
地　

木
造
平
屋
建
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

浴
室
○　

浴
槽
○　

給
湯
器
○　

　

募
集
戸
数
１
戸　

　

家
賃
１
万
９
０
０
０
円
〜
３
万
７
３
０
０
円
程
度

　

３
人
以
上
で
申
請
可

■
常
時
公
募
…
次
の
団
地
は
、
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
金
木
団
地　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
２
階
建
３
Ｄ
Ｋ　

　

浴
室
○　

浴
槽
×　

給
湯
器
×　

　

募
集
戸
数
４
戸　

　

家
賃
１
万
３
５
０
０
円
〜
２
万
８
４
０
０
円
程
度

　

１
人
以
上
で
申
請
可
（
た
だ
し
年
齢
等
の
制
限
あ
り
）

▽
朝
日
団
地　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
２
階
建
３
Ｋ

　

浴
室
○　

浴
槽
×　

給
湯
器
×　

　

募
集
戸
数
１
戸　

　

家
賃
１
万
２
２
０
０
円
〜
２
万
３
９
０
０
円
程
度

　

１
人
以
上
で
申
請
可
（
た
だ
し
年
齢
等
の
制
限
あ
り
）

＊
家
賃
は
、
収
入
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
敷
金
は

家
賃
の
３
カ
月
分
と
な
り
ま
す
。

■
入
居
者
の
選
考
方
法　

入
居
者
資
格
を
審
査
の
う
え
、
申
請

者
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま

す
（
抽
選
日
は
申
請
者
に
個
別
に
連
絡
し
ま
す
）。

＊
入
居
者
資
格
、
提
出
書
類
等
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

・
建
築
住
宅
課　

内
線
２
６
６
２
・
２
６
６
３

・
金
木
総
合
支
所
産
業
建
設
係　

内
線
３
２
１
１

・
市
浦
総
合
支
所
産
業
建
設
係　

内
線
４
０
２
４

津
軽
ま
つ
り

津
軽
ま
つ
り

太
宰
太
宰

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

し
じ
み
を
首
都
圏
に
Ｐ
Ｒ

し
じ
み
を
首
都
圏
に
Ｐ
Ｒ

▶
工
藤
代
表
理
事
組
合
長（
中
央
）と

　

十
三
漁
協
の
皆
さ
ん

▶
湖
上
ス
テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
（

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
（
1010
月
公
募
）

月
公
募
）
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太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」

　農作物被害対策として、猟友会による有害鳥獣の捕
獲を行います。
　皆さんのご理解をお願いします。
■期間　
　９月17日㈯
　９月18日㈰
　９月24日㈯
　９月25日㈰
■時間　6：00～12：00
■区域　
　五所川原地区全域の水田等
■鳥獣名　
　カルガモ、カラス

◎お問い合わせ先　農林水産課　内線2512

　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を浄化する
ため、適正な管理が必要です。
　そのため、浄化槽法では次のことが義務付けられて
います。
①定期的な保守点検
②年１回の清掃
③法定検査の受検（使用開始後および年１回）

　法定検査は、浄化槽が適正に維持管理され、本来の
浄化槽機能が十分発揮されているかを判定するもので、
社団法人青森県浄化槽検査センター（℡017-726-9500）
が行います。
　また、浄化槽の使用開始時や廃止時、所有者の変更
時などには、弘前環境管理事務所（℡0172-31-1900）へ
の届出等が必要です。

◎お問い合わせ先　下水道課　℡23-6000

　昭和のまちづくりで有名な大分県豊後高田市で街歩
きガイドを行っている藤原ちず子さんをゲストにお迎
えし、一緒に五所川原市内の街歩きを行った後、意見
交換会を行います。
　また、街歩き等のイベントに参加した方が突然体調
不良に陥ったり、事故に遭った場合の一次救命の方法
やＡＥＤの使用方法について学びます。講師は西北中
央病院防災・救急医療対策委員会の皆さんです。
　講習会には、街歩きガイドをしている方はもちろん、
街歩きに興味のある方であればどなたでも参加できま
す。

一次救命・ＡＥＤ講習会

■日時　９月24日㈯　10：00～12：00
■場所　中央コミュニティセンター
＊参加無料です。動きやすい服装でお越しください。

「藤原ちず子さんといっしょに街歩き＆トーク」

■日時　９月24日㈯　13：30～15：00（街歩き）
　　　　15：30～17：00（意見交換会）
■場所　中央コミュニティセンター
＊参加料として300円を徴収します。動きやすい服装
でお越しください。

◎お問い合わせ先
　津軽鉄道サポーターズクラブ
　事務局　℡34-9022

有害鳥獣捕獲を実施します有害鳥獣捕獲を実施します 市民提案型事業イベント情報

浄化槽を正しく使いましょう浄化槽を正しく使いましょう

「藤原ちず子さんといっしょに
街歩き＆トーク」に参加しませんか
「藤原ちず子さんといっしょに
街歩き＆トーク」に参加しませんか

ごしょがわら街歩きガイド事業

大特・二輪　特別キャンペーン
11月30日まで（普通免許所持者に限る）

御問い合わせ、申し込み宜しくお願い致します。

五所川原モータースクール　社長　平山　徹治
Tel 35-6411　

大型特殊車 ４万円大型特殊車 ４万円 普通二輪車 ７万円普通二輪車 ７万円
この料金には、本免受験料
2,000円が含まれます。他
に料金は係りません。

料金払戻は、入金の場合・
払戻未入金の場合、清算し
ます。

◎
広
報
有
料
広
告

◎
広
報
有
料
広
告

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
! !

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
! !
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　地域資源を活用した新商品の開発・販売を促進する
ため、農産物加工品等開発のための講演会と加工特産
品製造実習の参加者を募集します。

講演会「おいしくて安全で安心な加工特産品の製造」

■日時　９月27日㈫　10：00～12：00
■場所　プラザマリュウ五所川原
■講師　㈱キースタッフ　高橋征雄氏
講演会「農商工連携／６次産業化の進め方」、
地域資源を活かしたドレッシング製造実習①
■日時　10月19日㈬　10：00～17：00
■場所　中央公民館
■講師
・講演会…㈱キースタッフ　加藤哲也氏
・実習…㈱キースタッフ　高橋征雄氏、斎藤早希子氏
＊先着30名です。

地域資源を活かしたドレッシング製造実習②

■日時　11月９日㈬　13：00～17：00
■場所　働く婦人の家
■講師　㈱キースタッフ　高橋征雄氏　斎藤早希子氏
＊先着30名です。
◎お問い合わせ先
　商工観光課　地域産業振興室　
　　　　　　　内線2562

　生涯スポーツ普及・振興を図り、健全な心身の発達
と明るい豊かな生活を推進するため、会員を募集して
います。
■年会費　1,000円
＊会員は随時募集しています。
◎お問い合わせ先
　五所川原市生涯スポーツ推進協議会事務局
　社会教育課　内線3212

平成23年度地域雇用創造推進事業平成23年度地域雇用創造推進事業
　奥津軽の全国に誇る食材を使って、美味しい料理を
発掘し、全国に発信したいと考えています。
　地元食材を使ったレシピや、わが家だけの自慢のレ
シピなど、積極的なご応募をお待ちしています!!
▽奥津軽のキッズオリジナルレシピ部門
子どもが自由に発想した、奥津軽の食材を使ったア
イディアレシピ。西北地域在住の小学生の皆さん、
親子・団体・クラス単位でご応募ください。

▽わが家の伝統レシピ部門
知っている人は少ないと思う。そんな奥津軽地域の
各家庭に受け継がれたレシピをご応募ください。

▽健康レシピ部門
大切な人に食べてもらいたい。そんな体にやさしい
レシピをご応募ください。

■応募対象　奥津軽の食材を使用していれば誰でも応
募可能です。

■応募期限　９月30日㈮（当日消印有効）
■応募先　〒037-0046　青森県五所川原市字栄町10
　　　　　西北地域県民局地域連携部地域支援室
　　　　　奥津軽のオリジナルレシピ募集係
＊詳しくはＨＰ（http://www.pref.aomori.lg.jp/kensei
　/shichoson/okuresipi.html）をご覧ください。
◎西北地域県民局地域連携部地域支援室　℡（34）2175

　誰でも簡単にできる軽スポーツの集いにご参加くだ
さい。
■日時　10月10日（月・祝）13：30より受付
■会場　五所川原市民体育館
■参加料　無料
■公開種目　室内用グラウンドゴルフ／ニチレクボー
ル／バウンドテニス／ダーツ／ミニボウリング／ビ
ーチバレー　※その他の種目も紹介します

＊運動できる服装でシューズ（内履き）等を持参して
ください。
◎お問い合わせ先　五所川原市生涯スポーツ推進協議
会事務局　社会教育課　内線3212

奥津軽オリジナルレシピ募集奥津軽オリジナルレシピ募集

第17回市民軽スポーツの集い第17回市民軽スポーツの集い

五所川原市生涯スポーツ推進協議会
会員を募集しています

五所川原市生涯スポーツ推進協議会
会員を募集しています

山田葬儀社山田葬儀社
☎35‒8810 24時間受付

－真心こめて旅立ちのお手伝い－

どうせ行くなら
天国へ

車の鈑金塗装・車検整備なら当工場へ
傷、ヘコミ、事故車、保険修理（対物・車両）受付中!!

オイル交換、タイヤ交換・販売、ウィンドガラス撥水コート施工
エシュロンボディガラスコーティング施工　受付中

東北整備認証　第1‒7040号　東北運輸局長認定特殊整備工場　第1‒15号

相互自動車鈑金塗装工場
市内稲実字米崎49‒12　栄小学校向い　TEL34‒4359

土日も営業中！！（水曜定休日）
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国
民
の
法
的
ト
ラ
ブ
ル
解
消
の
た
め

国
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
テ
ラ
ス
青
森

の
開
業
５
周
年
を
記
念
し
、
弁
護
士
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
会
（
面
談
）
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
２
日
㈰　

10
時~

15
時

●
場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏

◇
相
談
内
容　

借
金
、
離
婚
、
相
続
、

損
害
賠
償
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
不
動

産
等

◇
相
談
料　

無
料
（
た
だ
し
収
入
等
が

一
定
以
下
の
方
が
対
象
）

＊
相
談
予
約
等
は
法
テ
ラ
ス
青
森
へ
。

●
日
時　

９
月
23
日
（
金
・
祝
）　

10

時
〜
15
時　

雨
天
決
行
（
荒
天
の
と

き
は
９
月
24
日
㈯
に
な
り
ま
す
）

●
場
所　

菊
ヶ
丘
運
動
公
園

◇
内
容　

子
ど
も
市
／
幼
児
の
遊
び
コ

ー
ナ
ー
／
食
堂
／
テ
ィ
ピ
ー
村
／
ツ

リ
ー
イ
ン
グ
／
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

／
み
ん
な
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど

　

長
者
森
に
、
青
森
ヒ
バ
の
苗
木
を
植

え
、
未
来
へ
つ
な
が
る
夢
を
育
て
て
み

ま
せ
ん
か
？

●
日
時　

10
月
８
日
㈯　

　
　
　
　

９
時
〜
13
時
（
予
定
）

●
集
合
場
所　

津
軽
金
山
焼

◇
募
集
人
数　

２
５
０
名
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

◇
参
加
費　

無
料

◇
申
込
方
法　

氏
名
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
ハ
ガ
キ
で
９
月
25
日
㈰（
必
着
）

ま
で
に
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◎
申
込
先　

〒
０
３
７
―
０
０
１
１

　

五
所
川
原
市
大
字
金
山
字
千
代
鶴
５

―
79　

津
軽
金
山
焼
内　
「
市
民
の

森
」
植
樹
の
集
い
実
行
委
員
会

＊
詳
細
は
参
加
者
へ
個
別
に
連
絡
。

●
日
時　

９
月
19
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

13
時
〜

●
場
所　

金
木
小
学
校
体
育
館

◇
会
費　

無
料

＊
上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

賞
品
を
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。

＊
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
と
基
礎
体
力

や
技
術
向
上
、
児
童
生
徒
の
心
身
の
健

全
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
男
子　

栄
小
学
校
体
育
館

　

毎
週
水
曜
日　

17
時~

18
時
45
分

●
女
子　

五
所
川
原
商
業
高
校
体
育
館

　

毎
週
月
曜
日　

17
時
30
分
〜
19
時

◇
対
象　

原
則
と
し
て
小
学
４
年
生
〜

　

中
学
１
年
生
（
性
別
問
わ
ず
）。
保

護
者
の
同
意
で
小
学
低
学
年
も
可
。

◇
参
加
料　

年
間
２
０
０
０
円
（
保
険

料
含
む
）

●
日
時　

９
月
24
日
㈯　

※
参
加
無
料

●
場
所　

金
木
公
民
館
裏
の
空
き
地

　
（
雨
天
時
は
金
木
公
民
館
大
ホ
ー
ル
）

◇
曲
目　

津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
・
嘉
瀬

　
　
　
　

の
奴
踊
り

◇
日
程　

９
時
30
分　

受
付
開
始

　

10
時　

開
催
の
挨
拶
・
練
習
・
本
番

　
　
　
　

ま
と
め
（
踊
り
に
合
わ
せ
て

唄
い
ま
し
ょ
う
：
嘉
瀬
の
奴

踊
り
）

　

11
時　

終
了
予
定

　

つ
り
上
げ
荷
重
１
ト
ン
以
上
の
玉
掛

け
業
務
。

●
10
月
25
日
㈫
〜
27
日
㈭

　

９
時
〜
17
時

・
学
科
…
㈳
西
北
労
働
基
準
協
会

・
実
技
…
齋
勝
建
設
㈱
構
内

◇
受
講
資
格　

満
18
歳
以
上

◇
受
講
料　

２
万
２
６
０
０
円
（
消
費

税
お
よ
び
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

◎
申
込
締
切　

10
月
18
日
㈫
も
し
く
は

定
員
40
名
に
達
し
次
第
締
切
。

＊
受
講
一
部
免
除
あ
り
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
切
な
人
を
亡
く
さ
れ
た
同
じ
思
い

を
抱
え
て
い
る
方
が
集
ま
り
、
自
分
の

体
験
や
思
い
を
心
お
き
な
く
、
あ
り
の

ま
ま
話
せ
る
安
心
な
場
所
で
す
。

●
10
月
15
日
㈯

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青

森
市
三
内
字
沢
部
３
５
３
―
92
）

◇
対
象　

自
殺
で
家
族
、
友
人
や
恋
人

な
ど
大
切
な
方
を
亡
く
さ
れ
た
方

法
テ
ラ
ス
青
森

℡
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
５
２

法
テ
ラ
ス
開
業
満
５
周
年
記
念

無
料
法
律
相
談
会

五
所
川
原
工
業
高
校
内

℡（
35
）３
４
４
４ 

川
浪

五
所
川
原
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

津
軽
金
山
焼
内「
市
民
の
森
」

植
樹
の
集
い
実
行
委
員
会

℡（
29
）３
３
５
０ 

℻（
27
）３
０
１
１

第
２
回「
市
民
の
森
」植
樹
の
集
い

℡（
53
）３
１
１
８ 

久
保

第
７
回
白
戸
栄
之
助
杯
紙
飛
行
機
大
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

す
て
っ
ぷ　

℡（
34
）２
１
７
０

五
所
川
原
子
ど
も
ま
つ
り　

か
で
で
２
０
１
１
in
菊
ヶ
丘

〜
ほ
ん
き
de
あ
そ
べ
!!
か
で
で
の
森
〜

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な
ぎ
元
気
倶
楽
部

津
軽
三
味
線
会
館
内 

℡（
54
）１
６
１
６

津
軽
民
謡
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
め
ざ
せ
１
０
０
０
人
！

ギ
ネ
ス
に
挑
戦　

３
度
目
」

社
団
法
人
西
北
労
働
基
準
協
会

℡（
35
）６
３
３
６

玉
掛
け
技
能
講
習
会

青
森
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
７（
７
８
７
）３
９
５
１

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

◎
広
報
有
料
広
告

◎
広
報
有
料
広
告
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所
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す
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　ごしょがわら産業まつりのフリーマーケットコーナ
ー出店者を募集します。なお、会場配置や要領につい
ては、後日事務局から出店者にお知らせします。
■開催日　10月22日㈯・23日㈰　9：30～16：00
■会場　つがる克雪ドーム内
■参加料　２日間で1,000円
■１区画　３ｍ×４ｍ
■区画数　15区画程度
■出店条件　市内居住者で日用雑貨等を販売する方
■申込方法　９月30日㈮までに運営委員会事務局へ電
話にてお申し込みください。
◎お問い合わせ先　ごしょがわら産業まつり運営委員
会事務局（農林水産課内）　木村　内線2514

■会期　第二部50選　平成24年１月15日㈰まで
■会場　立佞武多の館２階　美術展示ギャラリー
■開館時間　9：00～17：00（入館時間16：30まで）
■観覧料　大人・大学生300円、高校生以下無料
　　　　　（団体料金20名以上270円）

　名誉市民・山田春雄氏のご厚意により開催中の特別企画展
には多くの方が来場し、好評を得ています。
　第二部も日本画・洋画を問わず近代絵画の画壇を支えた多
くの画家の作品約67点を展示しています。
　皆さんのご来場をお待ちしています。
◎お問い合わせ先　社会教育課　内線3323

和菓子作り教室

　季節にあった和菓子を作ります。
■日時　10月３日㈪　13：00～16：00
■場所　働く婦人の家　２Ｆ調理室
■講師　三山鐘徳先生（炉月菓子処）
■材料費　1,000円
■定員　24名（先着順）
■用意するもの　エプロン・三角巾・筆記用具
■申込方法　９月22日㈭、13時30分から電話または来
館にて受付開始。申込後の取り消しは９月30日㈮、
16時まで。定員になり次第締切。取り消しの連絡の
ない場合は材料費をいただきます。

パン作り教室

　チーズべーグルなど作ります。
■日時　10月14日㈮　13：00～16：00
■場所　働く婦人の家　２Ｆ調理室
■講師　米谷美智子先生（チェリー店主）
■材料費　600円
■定員　24名（先着順）
■用意するもの　エプロン・三角巾・持ち帰り用の入
れ物・筆記用具
■申込方法　10月４日㈫、13時30分から電話または来
館にて受付開始。申込後の取り消しは10月11日㈫、
16時まで。定員になり次第締切。取り消しの連絡の
ない場合は材料費をいただきます。
◎お問い合わせ・申込先　働く婦人の家　℡35-8898

平成23年度働く婦人の家講座平成23年度働く婦人の家講座ごしょがわら産業まつり
フリーマーケット出店者募集！
ごしょがわら産業まつり

フリーマーケット出店者募集！

特別企画展

棟方志功／白鳥映雪／奥村土牛／児玉希望／橋本雅邦／
梅原龍三郎／奥田小由女／前田青邨／川合玉堂／
奥田元宋／レンブラント／パブロ・ピカソ
ほか出品作家　全51名

昨年度の「産業まつり」の模様
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　湿疹、痒み、かさつき、デリケートな子どもの皮膚
トラブルについてお医者さんが答えてくれます。
■日時　９月29日㈭　13：30～14：30
■場所　働く婦人の家　第３講習室
■テーマ 「竹本先生に聴く、子どもの皮膚トラブル」
■講師　西北中央病院　皮膚科長　竹本啓伸先生
■対象　どなたでも参加できます。※無料託児あり。
■申込締切　９月28日㈬
◎申込先　ファミリー・サポート・センター
　　　　　℡35-8953（平日9：30～16：30）

　昨年開催の第47回五所川原川柳大会の秀逸句31点を
色紙にて展示します。
■期間　９月22日㈭～10月２日㈰
■会場　中央公民館３階ギャラリー
◎お問い合わせ先　中央公民館　℡35-6056

　軽トラックの荷台で農林水産物や特産品等を販売し
ますので、ぜひご来場ください。
■開催日時　９月25日㈰　9：00～14：00（雨天決行）
■開催場所　立佞武多の館前の通り
■出店台数　軽トラック約50台のほか屋台等も出店
◎お問い合わせ先　西北地域県民局地域農林水産部
　農業普及振興室　℡34-2111　内線236

「子育て支援者のためのマインドアップ講座　　　　
　　　　　命の声を聴く　自己尊重トレーニング」

■日時　10月15日㈯　18：00～20：00（受付17：40～）
■場所　中央公民館　第一研修室
■対象　子育て支援関係者
■内容　支援をしていく上で、支援者自身のセルフケ
アはとても大切なことです。自分自身の自己尊重感
を高め、自分を好きになり、元気になれるトレーニ
ング法を学び、支援者自身のマインドアップにつな
げていきましょう。

「こころ・からだ　楽々いきいき
　　　　　命の声を聴く　自己尊重トレーニング」　

■日時　10月16日㈰　10：00～12：00（受付9：40～）
■場所　中央公民館　第一研修室
■対象　０～18歳の子どもをもつ親
■内容　子育てをする中で、「自分はダメな親だ」と
自信をなくしたり、自己嫌悪に陥ってしまうことは
ありませんか？マイナス感情がうまく処理できない
と、次第に心のバランスを失い、自己尊重感が低く
なってしまいます。トレーニングを通して自己尊重
感を高めることにより、心が楽になり、生きること
や子育ても楽になっていきます。自分を好きになり、
元気になれるトレーニング法を学んでみませんか!!

※下記は共通事項です。
■講師　ＮＰＯ法人自己尊重プラクティス協会
　　　　代表理事　手塚千砂子さん
■参加料　無料
■定員　20名　無料託児あります（６カ月～未就学児）。
■持ち物　バスタオル、水分補給のための飲み物等
＊動きやすい服装でお越しください。
■申込方法　電話、ＦＡＸ、E-mailにてお申し込みく
ださい（電話受付時間：水曜日以外の8：30～17：00）。
託児を希望の方は、10月７日㈮までにお申し込みく
ださい。定員になり次第締切とします。

◎お問い合わせ・申込先　青森県子ども家庭支援セン
ター　℡017-732-1011　FAX017-732-1073

　E-mail：kodomo-iken@apio.pref.aomori.jp

ギャラリーのお知らせギャラリーのお知らせ

ヤッテマレ軽トラ市ヤッテマレ軽トラ市

ファミリー・サポート・センター
研修会のお知らせ

ファミリー・サポート・センター
研修会のお知らせ

親子すくすくスキンシップ事業
命の声を聴く　自己尊重トレーニング
親子すくすくスキンシップ事業
命の声を聴く　自己尊重トレーニング

火災・救急出動概況火災・救急出動概況
五所川原市管内  ８月の火災、救急、救助出動件数

問い合わせ／五所川原地区消防事務組合消防本部 ℡３５－２０１９（内線28）

（単位：件）

消したはず　決めつけないで　もう一度消したはず　決めつけないで　もう一度全国統一
防火標語

火　　災
区　分

月別 累計 月別 累計 月別 累計
5
1
4

平成23年
平成22年
比　　較

23
20
3

177
181
△ 4

1,306
1,279
27

6
0
6

17
13
4

救　　急 救　　助

９月30日（金）は
以下の納期限です。忘れずに納めましょう。

収納課　内線
2248～2251

介護福祉課　内線
2452・2453

国保年金課　内線
2337・2338

固定資産税
第３期
国民健康
保険税第３期

介護保険料
第３期

後期高齢者
医療保険料
第３期
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　介護する人、される人が、お互いに安楽（安全で快
適）な介護ができるように介護の基本方法を学びませ
んか。
■日時　10月12日㈬　10：00～15：00
■場所　保健センター五所川原
■対象　市内に居住する現在介護に関わっている方、

介護に興味がある方
■内容
　10：00～11：00　介護・健康相談
　11：10～15：00　「介護される人の気持ちを知ろう」
　※12：00～13：00　昼食・休憩
■講師　あかね居宅介護支援センター
　　　　介護支援専門員　長内千恵子氏
■持ち物　健康手帳（お持ちの方）、水分補給のための

飲み物等、昼食
＊動きやすい服装でお越しください。
＊お弁当の注文も可能です。申込みの際にお知らせく
ださい。
■申込方法　10月７日㈮までに電話にてお申し込みく
ださい。
◎お問い合わせ・申込先　健康推進課　内線2364

　広報５月15日号Ｐ７でお知らせした「ザ☆ごしょが
わら元気教室」の送迎バスの運行コースをお知らせし
ます。
■期日　10月７日㈮
■場所　中泊町砂防愛ランド
■内容　植物観察とウォーキング

※送迎バス利用状況に応じて、運行コースが変更とな
る場合があります。
■申込方法　開催日の５日前までに電話にてお申し込
みください。
◎お問い合わせ・申込先　健康推進課　内線2363

第３回「介護者のつどい」第３回「介護者のつどい」 「ザ☆ごしょがわら元気教室」
バス送迎のお知らせ
「ザ☆ごしょがわら元気教室」
バス送迎のお知らせ

　結核＝過去の病気ではありません。日本では今でも年間約25,000人が発病し、約2,000人が亡くなっている状
況にあり、世界的に見ても結核の中蔓延国として位置付けられています。
　また、都市部と西日本に多い傾向のある結核ですが、青森県は東日本に位置しているにもかかわらず発生件数
が多い県となっています。結核についての正しい知識を身に付け、早期発見・早期治療をしていきましょう。

結核はせき、たん、微熱など風邪の症状に似ています。
次のような症状がある場合は結核を疑いましょう。

・せきやたんが２週間以上続く。
・風邪がなかなか治らない。
・体がだるく、活力が出ない。
・微熱が続く。

　結核は発病してもきちんと薬を飲むことで治療できます。早めに発見することで人にうつす確率も低くなり
ますので、１年に１回は胸部レントゲン検査を受けましょう。
　また、気になる症状があれば、早めに病院を受診しましょう！

　結核のことをもっと知りたい方は、（公財）結核予防会結核研究所のＨＰ（http://www.jata.or.jp/）をご覧く
ださい。

◎お問い合わせ先　健康推進課　内線2367

往　路

復　路

発　 9：30

10：00

着　10：30

発　13：00

13：30

着　14：00

保健センター五所川原

保健センター金木

中泊町砂防愛ランド

中泊町砂防愛ランド

保健センター金木

保健センター五所川原

そのせき、結核ではありませんか？
９月24日～30日までの１週間は結核予防週間です！
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健 康 推 進 課　☎35－2111（内線2363・2366）
保健センター市浦　☎27－7733

健康だより健康だより
ヘルス・インフォメーション

地区 開催場所 開 催 日 開催時間

五所川原
しきしまコミュニティセンター ９月30日㈮ 13:00～15:00

幾島町集会所 10月７日㈮ 10:30～12:00

金　木 保健センター金木 ９月22日㈭ 10:00～12:00

市　浦 保健センター市浦

９月20日㈫

13:00～14:00
９月22日㈭

９月27日㈫

９月29日㈭

　生活習慣病や、肥満解消、介護予防など体に関する
こと、ストレスや心の相談などに保健師が応じます。
　健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。
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※１．対応時間９：00 ～ 17：00（電話で確認）
　２．消防署（救急病院紹介電話34－4999）でも紹介します。

月　日 医療機関名 住　所 電  話

９月18日㈰ 桂整形外科医院 弥生町16‒1 34-3737

９月19日㈪ 増田病院 新町41 35-2726

９月23日㈮ 公立金木病院 金木菅原19 53-3111

９月25日㈰ かねひらクリニック 旭町55-2 35-3167

救急医療当番医救急医療当番医

　健診で血糖値やヘモグロビンＡ１ｃが少し高めと言
われた方、糖尿病が気になる方におすすめします。生
活習慣の見直しや、糖尿病予防のために参加してみま
せんか。全て参加無料です。
相談（予約制）
■日時・会場　10月５日㈬　保健センター五所川原
　　　　　　　10月13日㈭　保健センター金木
　　　　　　　10月13日㈭　保健センター市浦
■時間　10：00～12：00
■定員　保健師相談８名・栄養士相談４名
■持ち物
　健診結果（健診受診者）、健康手帳（お持ちの方）
医師の講話
■日時　10月６日㈭　13：00～14：00
■会場　働く婦人の家
■内容　「糖尿病予防のためには？」
■講師　てらだクリニック　寺田明功先生
■持ち物　健康手帳（お持ちの方）
運動の講話・実技
■日時　10月20日㈭　13：00～14：30
■会場　働く婦人の家
■講師　健康運動指導士　木村郁子氏
■持ち物　健康手帳（お持ちの方）、水分補給のため
の飲み物等、汗拭きタオル
◎申込方法　各開催３日前まで電話にてお申込みくだ
さい。

　就学前までの子どもの元気な体をつくる食生活につ
いて、栄養士が保護者の方の相談に応じます。
　むら食い、好き嫌い、食物アレルギーの相談など、
お気軽においでください。
●日時　10月26日㈬　10：00～11：30
●会場　保健センター五所川原
◇持参するもの　母子健康手帳
※事前に相談内容を電話で受けることもできます。
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　お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽
しさや悩みを話してみませんか。
◇持参するもの　母子健康手帳、バスタオル

日　　時 実施場所 内　　　容
10月14日㈮
10：00～11：30

保健センター
五所川原

○各月齢での成長（身体計測）・
発達の確認、育児、遊び、栄
養（離乳食）の相談
○子育て等に関する勉強会、情
報交換
○10月勉強会テーマ（11:00～）
「離乳食教室」

10月21日㈮
10：00～11：30

保健センター
金木

10月27日㈭
10：00～11：30

保健センター
市浦
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●受付　12：00～ 12：30（３歳児健診11：30～ 12：30）
　11時から母子健康手帳を出すことができます。
◇持参するもの　母子健康手帳、バスタオル等
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＊当日来られない場合、受診済みの場合等は、ご連絡く
ださい。

＊３歳児健診については個別に事前通知します。
＊駐車場は市役所または有料駐車場をご利用ください。
＊１歳６か月児健診を受診する保護者の方へ、無料の歯
周病チェック（ペリオスクリーン）を実施しています。

健診の種類 実施日 実施場所 対象児・対象地区
４か月児
健　　診 10月４日㈫ 保健センター

五所川原
平成23年５月生まれ
全地区

１歳６か
月児健診 10月25日㈫ 保健センター

五所川原
平成22年４月生まれ
全地区

３ 歳 児
健　　診 10月19日㈬ 保健センター

五所川原
平成20年４月生まれ
全地区
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